
携帯用 熱中症を防ぐためのポイント 
―朝礼・昼礼時等 教育用テキストー         №142810 

＜新旧対照表＞ 第 3 版（令和 7 年 5 月 12日） 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
 

（旧版） 第2 版3 刷（令和4 年5 月25 日） No.142810 （新版） 第3 版（令和7 年5 月 12 日） No.142810 

[用語の統一] 
職長 職長・安全衛生責任者 
建設現場 作業所 
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（旧版） 第2 版3 刷（令和4 年5 月25 日） No.142810 （新版） 第 3 版（令和 7 年 5 月 12 日） No.142810 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

表紙 タイトル （赤枠を削除） 

 

表紙 タイトル  

 

目次 マスク

の着用

につい

て 

 

（赤枠を修正） 

 

目次   

 

4 上から

2 行目 

建設業では、2019年は10人が熱中症で死亡

しています。 

（下線部を修正） 

4 上から

2 行目 

建設業では、2023 年は 12 人が熱中症で死

亡しています。 
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（旧版） 第2 版3 刷（令和4 年5 月25 日） No.142810 （新版） 第 3 版（令和 7 年 5 月 12 日） No.142810 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

4 グラフ （赤枠を修正） 

 

4 グラフ  

 

6 下から 

3 行目 

◆ 水分・塩分補給用スポーツドリンク又は

経口補水液などを、20～30分ごとにコップ

１～２杯程度とるようにしましょう。 

 

（下線部を修正) 

6 下から 

3 行目 

◆ 水分・塩分補給用スポーツドリンク又は

経口補水液などを、20～30 分を目安にコッ

プ１～２杯程度、こまめにとるようにしま

しょう。 

7 上から 

1 行目 

 

 

 

（右記の文章を追加） 

7 上から 

1 行目 

また、アイススラリー（氷の粒子が液体に

分散した状態の飲料）は、体の深部体温の上

昇を抑えるのに効果的です。 

7 上から 

1 行目 

（右記の赤枠を追加） 

 

7 上から 

1 行目 

 

10 上から 

3 行目 

熱中症の発生と救急措置 

 

（下線部を修正) 

10 上から 

3 行目 

◆ 熱中症に備え連絡先、連絡方法を確認し

ておきましょう。 

10 

～ 

 11 

図 （赤枠を修正） 

 

 10 

～ 

11 

図  

 

12 上から 

2 行目 

熱中症の発症に備えて、事前に自分の働く

作業現場近くの病院等についての緊急連絡表

を確認しておきましょう。 

（下線部を修正) 

12 上から 

2 行目 

◆ 搬送先、応急措置など緊急時の手順を確

認しておきましょう。 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

12 図 （赤枠を修正） 

 

12 図  

 

裏表紙 図 （赤枠を修正） 

 

裏表紙 図  

 

 


